
市之倉小学校 体育科の授業改善 

体育の授業の個別指導における授業改善 
～個のつまずきに応じる指導内容と方法～ 

市之倉小学校  古川 稔彦  

１ 授業改善の視点 

 個のつまずきに応じる指導計画 

 

２ 具体的な実践 

（１） つまずきを予想した個別指導 

～４年生『プレルボール』より～ 

 児童の数だけ生活体験の差、運動能力の差、

運動への抵抗感の差がある。学ばせたい運動

の特性を的確に捉えた上で、児童がどの場面

でどのようにつまずくことが予想されるの

か、そのつまずきをどのように克服させるこ

とができるのかを具体的にし、意図的に指導

計画に位置付ける必要がある。そして、児童

にとって、適度な抵抗感がある活動を工夫す

る。（図表－１） 

次のように児童の欲求やつまずきを予

測・考慮して、指導計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

図表－１ 指導計画 

 

また、ボールを打つことへの個別支援を、

次のような視点で行った。 

・打つときの体の向き 

・ボールをバウンドさせる位置（図表-2） 

・ボールの落下点を予測した動き方 

・動きを指示する声のかけ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表－２ ボールをバウンドさせる位置 

 

（２） 相互援助活動をうながす指導 

～６年生『頭はね跳び』より～ 

 心理面、技能面から、次のような児童のつ

まずきを予測し、具体的な手だてを明確にし

て、指導計画を立案して、指導した。（図表

－３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表－３ 指導計画 

また、相互援助活動をより主体的にするため

に、次のような工夫をした。 



① ステップアップカードの作成と活用 

 次のような「Ｓｔｅｐ ｕｐ カード」を

作成して持たせ、児童自身がつまずきを感じ

たときや、中間の試技へのアドバイスをする

ポイントを明確にすることに活用した。（図

表－４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表－４ ステップアップカード 

② ｉＰａｄの活用 

仲間の試技を動画として撮影し、試技後 

に再生して確認することができる。自分自

身の試技が直後に、あるいは授業後におい

ても繰り返し見ることができる。ストップ

モーションやコマ送り画像も可能となり、

つまずきが分かりやすく、アドバイスもよ

り適切になる。 

③ 人形の活用 

相互援助活動では、言語活動が中心とな 

ることが多い。しかし、自分の体を使って

表現することも大切であると考える。 

また、この学習では「人形」を活用して、

技能のつまずきやポイントを表現して伝

え合うことも試みた。（図表－５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図表－５ 

（３）ねらいを意識させるための工夫 

～１年生『リレーあそび』より～ 

  次のように「かけっこ」と「リレー」の２

つの面からつまずきを予測して手だてを考

え、指導計画を立案した。(図表－６) 

 

 

 

 

 

     図表－６ 指導計画 

また、「コーンの周りを小さく回る」こと

を意識させるために次の写真のようにコー

ンを中心に小さい円（青色）とやや大きめの

円（赤色）をマークした。（図表－７）この

円は、仲間が小さく回れていたかどうかの目

安にもなり、相互援助活動にもつながると考

えた。 

 

   

 

 

 

（３） 

 

 

図表－７ コーンと大小の円 

 

３ 実践を振り返って考えられること 

 一単位時間の学習を終えて、児童が「できる

ようになった。うれしい。」「仲間のアドバイス

のおかげだ。」「仲間と一緒に活動することが楽

しい。」と感じられる授業を目指したい。その

ためには、運動の特性や個のつまずきを適切に

とらえること、そして具体的な手だてとして明

確にもつことは非常に大切である。 

また、個に応じて繰り返しの学びができるこ

と、相互援助活動を促すこと、言語活動や表現

活動の充実が図れること、などのよさがある。 


